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越
教
組
は
、
今
年
度
か
ら
本
格
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
時
間
管
理
の
記

録
を
元
に
、
各
学
校
の
平
成
三
〇
年
五
月
の
「
勤
務
時
間
外
の
一
人
あ
た
り
の
平
均
在
校
時

間
」
を
比
較
し
ま
し
た
。
（
裏
面
に
比
較
グ
ラ
フ
）

そ
の
結
果
、
異
常
な
長
時
間
労
働
と
大

き
な
学
校
間
格
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

全
小
中
学
校
の
平
均
は
70

時
間
53
分
。
労
働
基
準
法
で

は
、
サ
ブ
ロ
ク
協
定
と
い
う

特
別
な
協
約
を
結
ん
だ
場
合

で
も
月
45
時
間
以
上
の
労
働

を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
ち
な

み
に
民
間
で
は
残
業
時
間
に

は
、
25
％
増
の
割
増
賃
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
、

学
校
の
平
均
が
過
労
死
ラ
イ

ン
と
言
わ
れ
る
80
時
間
を
上
回

っ
て
い
る
学
校
が
、
８
校

（
小
５
校
、
中
３
校
。
）
も

あ
っ
た
こ
と
は
重
大
で
す
。

部
活
動
の
な
い
小
学
校
が
５
校

も
あ
り
、
小
学
校
の
長
時
間

労
働
は
、
越
谷
市
独
自
の
問

題
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
該
当
校
は
早
急
に
改
革

に
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
も
の

で
。
全
学
校
で
80
時
間
超
の
人

数
は
５
１
６
人
。
（
80
時
間

超
が
３
２
４
人
、
１
０
０
時

間
超
が
１
４
０
人
、
１
２
０

裏
面
Ｄ
小
学
校
で
の

取
り
組
み
で
す

■
校
長
の
意
見
表
明

ま
ず
、
何
と
言
っ
て
も
校

長
の
働
き
方
改
革
に
対
す
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
。
意
見
表

明
で
す
。
Ｄ
小
の
校
長
は
、

着
任
早
々
学
校
経
営
の
柱

に
、
長
時
間
労
働
の
削
減
、

業
務
の
縮
減
、
ラ
イ
ク
ワ
ー

ク
バ
ラ
ン
ス
等
に
つ
い
て
意

見
表
明
。
そ
の
後
も
、
職
員

会
議
等
こ
と
あ
る
ご
と
に
熱

弁
を
振
る
っ
て
き
ま
し
た
。

職
員
の
意
識
が
追
い
つ
か
な

５
月
の
デ
ー
タ
を
み
る

と
、
小
中
学
校
と
も
学
校
間

で
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
し

た
。
小
学
校
で
は
、
55
時
間

38
分
～
89
時
間
29
分
、
中
学

校
で
は
52
時
間
27
分
～
87
時

間
32
分
が
あ
り
ま
す
。
部
活

動
の
あ
る
中
学
校
で
５
０
時

間
台
前
半
が
２
校
あ
り
ま

す
。
記
録
は
正
確
で
し
ょ
う

か
。
個
人
で
の
最
長
時
間
は
２

２
３
時
間
43
分
で
し
た
。
こ
の

先
生
に
ど
の
よ
う
な
指
導
が
さ

れ
た
の
か
気
に
な
り
ま
す
。
同

じ
校
種
で
こ
れ
だ
け
差
が
出
る

と
言
う
こ
と
は
、
工
夫
次
第

で
、
ま
だ
ま
だ
改
善
で
き
る
余

地
が
あ
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

い
中
で
、
校
長
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
引
っ
張

っ
て
き
ま
し
た
。

■
月
２
回
の
ふ
れ
あ
い
デ
ー

県
の
ふ
れ
あ
い
デ
ー
を
含

め
、
月
２
回
の
ふ
れ
あ
い
デ

ー
を
実
施
。
こ
の
日
は
、
原

則
正
規
の
退
勤
時
間
で
学
校

を
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。
事
情
が

あ
り
、
残
り
た
い
場
合
に
は

校
長
に
相
談
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

■
８
時
以
降
の
勤
務
は
ダ
メ

原
則
８
時
以
降
の
勤
務
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
事

情
が
あ
り
８
時
以
降
の
勤
務

が
必
要
に
な
る
と
き
に
は
、

事
前
に
校
長
に
相
談
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
時
間
外
は
月
45
時
間
以
内

月
の
残
業
時
間
は
45
時
間

以
内
に
な
る
よ
う
に
努
力
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
学
期
２
日
程
度
の
年
休

半
義
務
的
に
学
期
２
日
程

度
の
計
画
年
休
の
取
得
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
計

画
を
出
さ
な
い
と
個
別
に
声

市
内
す
べ
て
の
学
校
が
こ
の

45
時
間
を
全
く
守
れ
て
い
な

い
実
態
が
裏
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
４
月
か
ら
、
い
く
つ
か

の
対
策
を
し
て
き
た
市
教
委

が
、
こ
れ
ら
の
数
字
を
前

に
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
打
ち
出
し
て
い
く
の
か

注
目
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
集
計
数
は
、
１
３

３
６
名
分
。
越
谷
市
の
県
費

負
担
教
職
員
数
約
１
４
２
９

名
（
平
29
）
の
93
％
で
す
。

問
題
は
、
こ
の
93
％
が
実

態
を
正
し
く
反
映
し
て
い
る

か
と
い
う
点
で
す
。
行
事
等

の
関
係
で
休
日
は
学
校
ご
と

に
違
う
の
で
、
学
校
ご
と
に

休
日
設
定
を
し
て
記
録
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
に
、

休
日
出
勤
は
記
録
し
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
学
校
が
あ

る
と
聞
き
ま
す
。
中
に
は
、

土
日
出
勤
は
校
長
命
令
の
日

だ
け
し
か
記
録
し
て
は
い
け
な

い
と
い
う
学
校
も
あ
り
ま
す
。

休
日
出
勤
に
つ
い
て
、
市
教
委

は
記
録
す
る
よ
う
に
説
明
し
て

い
ま
す
。
（
組
合
と
し
て
も
改

め
て
確
認
し
ま
し
た
。
）
ま

た
、
80
時
間
以
上
に
し
な
い
よ

う
に
と
い
う
「
指
導
」
で
、
退

勤
前
に
打
刻
す
る
の
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る

と
言
う
こ
と
で
す
。

こ
の
数
字
は
、
最
低
限
の
数

字
で
、
こ
れ
以
上
の
長
時
間
労

働
が
横
行
し
て
い
る
の
が
実
態

で
す
。

過労死ラインは80時間

現在の労働行政では、過労死ラ

インは月平均80時間(月に20日出

勤とすると、1日4時間以上の残業

＝12時間労働)とされています。

また、発症1ヶ月前は、100時間

(月に20日出勤とすると、1日5時

間以上の残業＝13時間労働)を超

える時間外労働をしている場合

も、健康障害と長時間労働の因果

関係を認めやすいとされていま

す。

民間では、残業させるには「サ

ブロク協定」というものを結ばな

くてはなりません。これは、労働

基準法36条に記載されてある「残

業をさせる場合には、労働組合等

と協定を結ばなくてはならない」

という内容に沿った協定です。サ

ブロク協定を結んだ場合であって

も、時間外労働の上限時間は原則

として1ヶ月45時間までとなって

います。その上、２５％の割増を

つけることになっています！！

を
か
け
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
年
休
日
に
は
学
校
総
出

で
補
充
に
入
り
ま
す
。

■
給
食
指
導
を
交
替
で

学
級
担
任
の
負
担
を
軽
減

し
よ
う
と
、
給
食
指
導
を
職

員
室
の
教
員
と
交
替
で
や
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
低
中

高
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
の
職

員
室
の
教
員
と
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
担
任
が
交
代
し
ま
す
。
担

任
に
と
っ
て
は
、
小
１
時
間

子
ど
も
と
離
れ
ら
れ
ま
す
。

繁忙期ですが、何時に帰れますか？
あなたが無理して喜ぶ者はいません。

見たいのは、あなたの笑顔です。

今月は、

できるだけ時間外４５時間に近づける。

相談のない２０時以降の勤務は認めません。

Ｄ
小
の
打
刻
機
近
く
に

あ
る
表
示


